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1950年代前半における「新しい郷土教育」実践 
の創造過程に関する一考察 
   
－郷土教育全国連絡協議会の「理論」と「実践」の関わりに焦点を当てて－ 
 











   
1950年代前半における「新しい郷土教育」実践 
の創造過程に関する一考察 
   
－郷土教育全国連絡協議会の「理論」と「実践」の関わりに焦点を当てて－ 
 








  (1) 第１回郷土教育研究大会と相川日出雄実践 
  (2) 第２回郷土教育研究大会と岩井幹明実践 
 ６．小・中学校の教師たちによる「新しい郷土教育」実践の創造 
 ７．本研究のまとめ 














































































































































































































































 ３月31日 高橋磌一に原稿を見てもらう。  

























 ８月28日 地質班が府中に出かける。  
 ９月３日 歴史班が府中に出かける。  





































    教師は事物に向って歴史的・発展的・系統的な取り扱いを重視する。そこで社会科の内容・
問題を児童と一しょに郷土研究を進めつつ資料をあつめ、やがて郷土史をつくってみように
考えた｡37 
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